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房総旭観測点近傍の地震活動と地中ラドン濃度変動

Rn flux anomaly and local seiemicity around Asahi station,Boso,Japan
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　近年、地震に先行する電離層異常や衛星赤外異常などの電磁気学的な地震前兆現象が多く報告されてい

る。これらの前兆現象と地震を結びつける理論として地圏―大気圏―電離圏結合（LAIC）が提案されてい

る。本研究では、旭観測点にて大気電場、大気イオン濃度、ラドン濃度の同時観測を行い、LAICの化学チャネ

ルについて観測学的検証を行っている。大気電気パラメータは主に気象要素の影響を受けるため、これらの影

響を除去する必要がある。我々はMSSA(マルチチャンネル特異スペクトル解析)を用いて、地中ラドン濃度から

気象による影響を除去し、地中からのRnフラックスを推定し、フラックスの変動と地震との関連について調査

した。地震のパラメータとして観測点から50kmおよび100kmの累積地震モーメントとEs指数（観測点の感じ

る1日あたりの地震エネルギー）を用いて解析を行った結果、Rnフラックスの変動は、観測点近傍の地震活動

と相関があることがわかった。この結果から、地中ラドン濃度のモニタリングは地域的な地震活動を監視する

指標として有効であるといえる。より詳細な調査のために、地中ラドン濃度のネットワーク観測などを実施

し、Rnフラックス変動の地震のマグニチュード依存性や距離依存性等の関係を調査する必要がある。
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